
毫
溝
楓
の
精
油
に
就
て

理

學

士

加

福

均

三

タ
イ
ゥ
ン
モ
ミ
ヂ

毫
灘
楓
と
は
金
縷
栴
科

(国
触§
麟
舅
蝕
創
$
①
)
に
属
す
る

一
落
葉
喬
木

竪
冬
ミ
§
～ぴ鶏

誉
§
禽
§
ミ

国
き
8
(
oQ
蜜
貸

卜

§
ミ
量

費

旨
麗

い

ト

§

蔑
、§
§
。銭

旨
ζ

)
の
俗
稽
に
し
て
峯
灘
人
は
是
を
楓
仔

(℃
鐸
苧
巴
冒)
と
呼
ぶ
蓋
し
其
葉
形
も
み
ち
に
似
た
る
に
よ
る
此
植
物
は

毫
灘
全
島
軌
れ
の
地
に
も
産
す
特

に
中
部
の
丘
陵
地
に
影
し
く
繁
茂
し
其
或
物
は
直
径
四
-
五
尺
高
さ
数
十
尺
に
達
す

る
を
見
る
而
か

も
該
樹
の
用
途
は
蕪
だ
少
く
其
葉
を
天
盤

の
飼
育
料
に
或
は
其
材
を
船
底
板
に
使
用
せ
ら
る
ゝ
の
み
な
り
此
葉
及
稚
梢
よ
り
採
集
し
た

り
と
構
せ
ら

る
ゝ
精
油
少
許
を

得
此
が
或
は

香
料
と
し
て

楓
樹
の
新
用
途
を
開
く

に
至
ら
ん
か
と

の
望
を
以
て
余
は
其
研
究
に
着
手



し
た
り

取
卸
油
は
透
澄
微
黄
色
に
し
て
少
し
く
緑
調
を
帯
び
甚
だ
流
動
し
易
き
液
膿
に
し
て
低
温
に
於
て
結
晶
を
析
出
す
る
こ
と
な
し
其
香

氣
甚
だ
強
烈
に
し
て
オ
ラ
ン
ダ
ジ
ン
酒
に
髪
髭
た
る

一
種
特
別
な
る
香
氣
と
梢
テ

レ
ビ
ン
油
に
類
似

し
た
る
香
氣
と
を
併
有
す
6

を
認

む
其
性
状
次
の
如
し

比
重
(
£

。
)

○

・
八
六
五
五

屈
折
率

(
口
噂

)

一
・四
七
五
五

旋
光
力
(
禽
ゆ
。
)

左

三
度

一
八
分
(
一
〇
糎

)

比
粘
度
(昌
ぎ
)

一
・六
九

酸
歎

○

鹸

化
値

六
・
五
五

錯
化
後

の
鹸
化
値

二
五
・
九

是
等
の
諸
値
よ
り
取
卸
油
は

エ
ス
テ

ル

(
○
ざ
閏
ち

6
0
6
国
"
と

し
て
)
約

一
固・三
%
及
ア

ル
コ
ー
ル

(
○
お
騨
Q・○

と
し
て
)
約
五
・四
%

を
含
有
す
る
も
の
と
認
む
べ
し

原
植
物
よ
り
の
牧
量
は

採
油
者
山
本
矢
之
助
氏
に
從

へ
ば

○
∴

%
内
外
と
の
こ
と
な
り
し
も
線
督
府

研
究
所
實
験
室

に
於

て
余
自
ら
行

ひ
た
る
實
験
に
ょ
れ
ば
梢
枯
凋
せ
る
材
料
に
封
し
牧
量
○
・〇
五
三
%
な
り
き
。
以
上
の
諸
性
質
を
嘗

て

シ
ン
メ

ル
會
社
が
亜
米
利
加

ス
チ
ラ
ッ
ク

ス
樹
(
ト
鳶
鼠
§
§

ミ

働§
・§
ミ
§
§
き

冒
)
の
葉

よ
り
得
た
る
精
油
の
性
質

(
南
睾

の
。ぼ
目
目
巴

昏

O
ρ

b
覧
u
旨
。。
㊤
。。
h
。。
・)
と
比
較
す
る
と
き
は
其
旋
光
力
以
外
に
諸
鮎
に
於
て

雨
者
の
相
符
合
す

る
こ
と
驚
く
べ
き
も

の
あ
り
今
同
誌

に
あ
ら
は
れ
た
る
同
油
の
諸
性
質
を
再
録
す
れ
ば
左
の
如
し

牧
量

○
・
〇
八
五
%

色

帯
黄
縁
色

流
動
性

頁

香
氣

工
ー
デ

ル
タ

ン
ネ

ン
油
に
類
す

比
重
(
Ω
譲
)

○

・
八
七

二

旋
光
力
(
爵
o
)

左
三
八
度
四
五
分

鹸

化
値

五
・九

酷

化
後

の
鹸

化
値

二
五
。
二

其
成
分

に
就

て
は
別
に
確
謹
を
與

へ
ず
し
て
恐
ら
く
は

エ
ー
デ

ル
タ
ン
ネ
ン
油
と
等
し
く
テ

ル
ペ
ン
類
ボ

ル
ネ
オ
ル
及
錯
酸
ボ

ル
ニ

ル
よ
多
成
る
も

の
な
ら
む
と
推
定
せ
り
此
母
樹
と
楓
仔
と

は
植
物
學
的
に
其
属

を
同
う
す
る
こ
と
よ
り
此
精
油
も
或
は
殆
同

一
な
る
成

分
を
有
す

る
に
非
る
や
と
は
何
人
も
想
像
す
る
腱
な
る
が
實
験
は
豫
想
に
反
し
ボ

ル
ネ
オ

ル
等

の
存
在
は
是
を
澄
明
す
る
を
得
ざ
り
き

試
料
○
.
一
八
五
九
に
つ
き
元
素
分
析
を
施
行
し
た
る
に
其
結
果
炭
素
八
四
.九
%
水
素

一
一
・六
%
な
る

結
果
を
呈
し
酸
素
含
率
は
甚



小
な

る
を
認
め
た
る
が
硫

酸

ナ
ト
リ
ゥ

ム
上
に
て
脱
水
せ
る
試
料
の
分
溜
は
次
の
如
き
成
績
を
呈
し
た
り

温

'

度

一
六
五
迄

一
六
五
-

一
七
五

一
七
五
i

二
〇
〇

二
〇
〇
以
上

溜

出

量

三
・O
%

六

一
・
○
%

一
八
・
三
%

一
六
・
五
%

乃
ち
試
料
は
主
と
し
て
テ
レ
ゼ

ン
よ
り
成
り
其
主
成
分
は
再
三
常
歴

下
に
於
て
分
溜
す
る
と
き
は

一
六
〇
1

一
六
五
度
間
に
集
り
來

る
も
の
に
し
て
其
性
質
は
五
回
分
溜
を
行

ひ
た
る
後
に
於
て
次
の
如
き
値
を
呈
し
た
り

温

度

「

全
油

に
封
す
る
%

比
重
(
2

⇔)

屈
折
率
(
ロ
鴫
)

旋
光
度
(
9
鴨
)
一
〇
糎

一
六
〇
迄

一
・
一

一
・
四
六
九
二

一
六
〇
1

一
六
五

四
五
・
五

〇

・
八
五
九
六

一
・四
七

=
二

左

一
八
度
三
六
分

一
六
五
ー

一
七
〇

一
六
・
九

〇
・
八
六
〇
六

一
・
四
七
四
八

同

二
度
六
分

一
七
〇
1

一
七
五

七
・
二

〇
・
八
五
八
五

7

四
七
七
二

同

二
度

一
七
五
ー

二
〇
〇

五
・
二

〇
・
八
六
〇
四

一
・四
七
八
九

零

二

〇

〇

以

上

一
六

・
七

ー

!
ー
-

-ー
ー

以
上

の
諸
溜
分
中
第

一
の
も
の
は
テ

ル
ペ
ン
チ

ン
臭
の
他
不
快
な
る
不
純
石
油
に
類
す
る
臭
氣
を
呈
し
た
る
も
少
量
な
り
し
爲
め

ス

チ

ロ
ー
川
等

の
存
否
を
検
す
る
能
は
ざ
り
き
第

一
一
の
溜
分
は
テ

ル
ペ

ン
チ
ン
臭
第
三
溜
分
及
第

四
溜
分
は
梢
芳
香
を
帯
び
た
る
リ
モ
ネ

ン
臭
を
呈
し
第
五
溜
分
に
於
て
楓
仔
特
異
の
香
氣
強
く
其
他
ボ

グ
ネ
ォ

ル
に
封
す
る
匂
を
も
併
有
せ
る
を
認
め
た
ム

以
上
の
第

二
溜
分
及
第

三
溜
分
を
常
塵

の
下
に
反
覆
分
溜
に
附
し
更
に
金
属

ナ
ト
リ
ウ
ム
上
に
再
溜
し
た
る
に
主
と
し
て

一
六
〇
度

乃
至

一
六
二
度
に
集
積
し
同
時
に
旋

光
も
低
温
部
に
集
中
し
た
り
乃
ち

一
六
〇
度
以
下
の
部
分
は
旋
光
力
左
三
〇
度

一
六
〇
度
乃
至

一

六

一
度

の
部
分
は
同

二
六
度
三
六
分
を
呈
し
た
り
此
部
分
は
塵
化
水
素
瓦
斯
を
低
温
に
於

て
飽
和
せ
し
む
る
と
き
は
無
色
の
結
晶
を
析

出
し
又
亜
硝
酸

ア
ル
ミ
及
魍
酸
に
て
庭
理
す
る
と
き
は

一
〇
四
度
の
融
貼
を
有
す
る

ニ
ト
ロ
ソ
躍
化
物
を
與

へ
た
り
更
に
此
を
酒
精
加

里
を
以

て
庭
理
す
れ
ば
針
歌
結
晶
と
な
り
稀
ア
ル
コ
ー
ル
よ
り
再
結
晶
し
た
る
後
其
融
鮎
を
検
し
た
る
に

=
二
一
度
な
る
を
示
せ
り
此



融
鮎
は

ニ
ト
ロ
ソ
ピ
ネ

ン
と

輔
致
す
以
上
の
反
鷹
よ
り
此
部
分
に
ピ
ネ

ン
が
存
在
せ
る
こ
と
を
推
定
す
る
を
得
又
同
じ
溜
分
及

一
六

一

乃
至
,一
六

こ
度
の
部
分
よ
り

ノ
ピ
ネ

ン
を
検
出
せ
ん
目
的
を
以

て
其
若
干
量
を
過

マ
ン
ガ

ン
酸
加
里
及
苛
性
曹
達
の
混
合
溶
液
を
以
て

腱
理
し
少
量
の
結
晶
を
得
た
る
も
其

ノ
ピ
ネ

ン
酸

ナ
ト
リ
ウ

ム
な
る
か
將
た
ピ
ノ
ン
酸
璽
な
る
か
を
決
定
す
る
を
得
ざ
り
き

次
に
同
部
分

一
〇
妬
に
氷
錯
酸

二
五
蛇
及
五
〇
%
硫
酸

一
蛇
を
蜘

へ
撮
氏

八
〇
度

に
於
て
振
蕩
す

る
こ
と

四
時
間
の
後
其
過
剰

の
酸

を
洗

ひ
去
り

二
五
靖

の
酒
精
加
里

(
二
分

一
規
定
)
を
加

へ
て
生
成
物
を
鹸
化
し
ア
ル
コ
ー
ル
を
躯
逐
し
た
る
後
蒸
氣
蒸
溜
に
附
し
た

る
に
美
麗
な
る
結
晶

の
冷
却
器
内
に
附
着
す
る
を
認
め
た
り
此
を
濾
紙
上
に
て
出
來
得
る
限
り
吸
灘
し
た
る
後

一
回
昇
華
し
封
管
内
に

て
融
鮎
を
検
し
た
る
に
融
鮎
二

=

度
乃
歪
二

一
二
度
に
し
て
イ
ソ
ボ

ル
ネ
オ
ル
の
生
成
せ
る
を
知
れ
り
從
つ
て
母
禮
た
る
タ

ル
ペ
ン

は
カ
ン
フ
ェ
ン
な
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
第
三
溜
分
よ
り
は
又
ア
ミ

ル
ア
ル
コ
ー
ル
溶
液
よ
り
四
臭
化
デ
ィ
ペ
ン
テ

ン
を
結
晶
せ
し
め
ん
と
試

み
た
る
も
結
果
思
は
し
か
ら
ず
更
に
再
三
再
溜
後
漸
く
小
量
の
結
晶
を
得
其
融
鮎

=

一五
度
な
る
こ
と
を
謹
し
得
た
6
此
他
第

二
溜
分

の
中
よ
り
氷
錯
酸
と
亜
硝
酸
曹
達
を
以
て
露
理
す
る
際
黄
色
紮

状
の
沈
澱

の

生
成
を
認
め

得
た
る
こ
と
は
此
部
分
に

フ
ェ
ラ
ン
ド

レ
ン

の
或
も
の
ゝ
存
在
す
る
謹
と
見
る
を
得

べ
き
も
其
の
性
質
に
つ
き
て
は
材
料
の
小
量
な
り
し
爲
め
確
定
試
験
を
行
ふ
を
得
ざ
り
き
要
す

る
に
楓
仔

の
プ

ル
ペ
ン
は
主
と
し
て
カ
ン
フ
ヱ
ン
に
し
て
其
他
デ
ィ
ペ
ン
プ

ン
若
干
と
ピ
ネ

ン
の
少
量
と
を
含
有
し
此
他

フ
ヱ
ラ

ン
ド

レ

ン
の
或
も

の
を
含
有
せ
る
も

の
ゝ
如
く
其
他
或
は
ノ
ピ
ネ
ン
を
も
包
含
せ
る
や
も
知
れ
ず

二
〇
〇
度
以
上
に
於
て
溜
出
す
る
部
分
は
之
を
三
粍
塵
下
に
再
三
分
溜
し
た
る
に
七
〇
度
附
近

(
常
塵

に
て
二
二
〇
度
附
近
)
及
九

〇
度
附
近
(
常
昼
に
て
一
一三
五
度
附
近
)
に
於
て
相
當
量

の
集
積
す

る
を
見
た
る
が
其
香
氣
甚
だ
強
烈
に
し
て
楓
仔
に
特
異
の
香
氣
の
他

梢
爽
快
な

る
テ

ル
ペ
ン
ア

ル
コ
ー
ル
の

エ
ス
テ

ル
に
類
す
る
香
氣
を
呈
し
殊
に
其

一
〇
〇
度
以
上

の
溜
分
。の
如
き

は
錯
酸

シ
ト
ロ
ネ
リ

ル
の
如
き
美
し
き
香
氣
を
有
し
た
り
然
れ
ど
も
此
部
分
は

エ
ス
テ

ル
と
考
ふ
る
よ
り
も
寧
ろ

セ
ス
キ
タ

ル
ペ
ン
ア

ル
コ
ー
ル
に
類
す
る



も
の
ゝ
如
く
其
鹸
化
値
は
僅
に
三
三
・
こ
に
過
ぎ
ざ
り
き

此
部
分
の
化
學
に
就
て
は

更

に
多
量

の
材
料
を
得
た
る

後
再
研
究
を
績
行
す

る
考
な
り
此
他
取
卸
油
は
若
干
量
の
ア
ル
デ

ハ
ノ
・
ド
若
ズ
は
ケ
ト
ン
を
含
み
酸
性
亜
硫
酸

ナ
ト
リ
ゥ

ム
三
b

%
溶
液
と
振
蕩
す
る
と
き

は
微
量
の
白
色
結
晶
を
生
ず
而
か
も
該
結
晶
よ
り
は
原
禮
を
再
生
せ
し
む
る
べ
か
ら
ず
母
液
を
苛
性
加
里
に
て
強

ア
ル
カ
リ
性
と
す
る

と
き
は
メ
ン
テ
ノ
ン
及
ク
、・、
ノ
ル
に
類
す
る
芳
香
を
感
受
す
る
を
得
る
も
此
を

エ
ー
テ
ル
に
て
抽
出
し
セ
ミ
カ

ル
バ
ザ
イ
ド
魍
酸
盤
を

働
か
し
む
る
も
何
等
の
結
晶
性
物
質
を
得
る
能
は
ざ
り
き

要
す
る
に
楓
仔
の
精
油
は
約
八
五
%

の
テ

ル
ペ
ン
と
賦
香
力
強
き
未
確
定
の
含
酸
素
化
合
物

(
恐
ら
く
は
二
種
の
テ

ル
ペ
ン
ア
ル
コ

ー
ル
類
と
小
量

の
ア
ル
デ

ハ
イ
ド
若

し
く
は
ケ
レ
ー
ン
よ
り
成
る
も
の
な
る
べ
し
)
約

一
〇
%
よ
り
成
る
も
の
に
し
て
原
料
勢
力
の
關

係
を
究

め
之
を
廉
慣
に
製
造

し
得
ら
れ
ん
に
は
必
ず
相
當

の
將
來
あ
る
も
の
な

る
べ
き
も
現
在
に
於
て
は
其
用
途
は
未
完
に
し
て
從

つ

て
其
慣
額
の
如
き
も
之
を
査
定
す
る
を
得
ざ
る
を
遺
憾
と
す
但
し
此
油
が
多
量

の
カ

ン
フ
ェ
ン
を
含
有
す
る
こ
と

ゝ
其

テ

ル
ペ
ン
類
を

除
き
た
る
部
分
が
著
し
き
賦
香
力
を
有
す
る
こ
と

ゝ
は
注
目
す
べ
き
貼
に
し
て
殊
に
其

テ
ル
ペ
ン
フ
ラ
イ
油
は
約
二
%

の
酒
精
溶
液
と

し
て
尚
ほ
甚
だ
強

烈
な
る
楓
仔
香
を
呈
す

る
を
以
て
此
部
分
は
或
は
リ
キ
ュ
ー
ル
等
の

香

つ
け
材
料
と
し
て

或
は
用
途
を
見
出
し
得
べ

き
も
の
か
と
も
思
考
せ
ら

る

(大
正
五
年
三
月
二
十
五
日
於
塁
薄
纏
督
府
研
究
所
實
験
室
)


